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●自己紹介
大村 克行（おおむら かつゆき）

• 平成８年 熊本県庁入庁

• 平成１４年 総務省派遣 自治財政局 財務調査課

• 平成２２年 商工観光労働部 産業支援課（☚情報通信サービス産業支援）

• 平成２６年 教育庁 教育政策課 （☚熊本地震により被災）

• 平成２９年 知事公室 危機管理防災課

• 令和２年 熊本県人吉市派遣 （☚令和2年7月豪雨により被災）

企画政策部企画審議監 兼 新型コロナウイルス感染症対策室長

※令和元年より総務省の「地域情報化アドバイザー（防災）」として登録
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●人吉市の概要
九州山地に囲まれた人吉盆地に位置し、球磨川沿

いの温泉と川下りで有名。人吉球磨地方の中心地で、
人吉藩相良氏の城下町として栄えた。
市内中心部に熊本県唯一の国宝である青井阿蘇神

社があり、2015年4月24日には近隣の球磨郡の各町
村と並んで「相良700年が生んだ保守と進取の文化 ～
日本でもっとも豊かな隠れ里―人吉球磨～」が日本遺
産に認定された。
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●平成２８年４月 熊本地震
→死者：２７２名（熊本県内のみ）

●平成２９年７月 九州北部豪雨
→死者・行方不明者：４４名

※数値は熊本県庁及び内閣府ＨＰより引用（令和２年６月１２日時点） 6

～ 過去５年間の大規模災害① ～

平成２８年熊本地震

平成２９年７月 九州北部豪雨

例年、全国各地で地震･風水害･土砂災害などの大規模災害が頻発



●平成３０年７月豪雨（西日本豪雨）
→死者・行方不明者：２４５名

●令和元年台風１９号
→死者・行方不明者：１００名

重軽症者：４７０名
家屋全半壊：８，２７２棟
一部損壊：８，９９８棟
床上床下浸水：６９，８３３棟

※数値は消防庁ＨＰより引用（令和元年１１月６日時点） 7

平成３０年７月 西日本豪雨

令和元年 台風１９号

～ 過去５年間の大規模災害② ～
例年、全国各地で地震･風水害･土砂災害などの大規模災害が頻発



～ 過去５年間の大規模災害③ ～
例年、全国各地で地震･風水害･土砂災害などの大規模災害が頻発

●令和２年７月豪雨（熊本県内のみ）
（１）人的被害

→死者・行方不明者：６７名（うち人吉市では死者２０名）

（２）住家被害（R2.11.18現在）
→全壊：1,084世帯

大規模半壊：860世帯
半壊：1,013世帯

半壊以上の世帯数：2,957世帯
（人吉市全世帯数の約２０％）

【３つの特徴】
①全世帯数の約３割が浸水被害（床下浸水含む）
②市の中心市街地が水没
③コロナ禍における初めての大規模災害
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次々と発生する発達した雨雲（積乱雲）が列をなした、組織化した積
乱雲群によって、数時間にわたってほぼ同じ場所を通過または停滞すること
で作り出される、線状に伸びる長さ50～300km程度、幅20～50km程
度の強い降水をともなう雨域

9

●線状降水帯とは①
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線状降水帯発生のメカニズム

出典：気象台ＨＰより

●線状降水帯とは②
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●線状降水帯とは③
人吉球磨地方を中心とした７月４日の豪雨
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●日本の平均気温

（グラフ等は気象庁ＨＰより引用）

※日本の年平均気温は、様々な変動を繰り返しながら上昇しており、長期的には
100年あたり1.21℃の割合で上昇しています。特に1990年代以降、高温となる年
が頻出しています。



13（参考）1時間降水量50mm…滝のような雨で、車の運転が危険なほど非常に激しい雨

※最近１０年間（2010年～2019年）の平均年間発生回数（約327回）は、
統計当初（1976年～1985年）に比べて約1.4倍に増加。

（グラフ等は気象庁ＨＰ「大雨や猛暑日など（極端現象）のこれまでの変化」より引用）

●頻発する豪雨



●大阪府の水害等の特徴など
大阪府は、市街地の多くが低平地にあるため、これまで集中豪雨による

水害・土砂災害、台風による高潮災害が発生し多くの犠牲者が出ていま
す。（大阪府HPより抜粋）

【近年の水害】
• 平成３０年 台風２１号
暴風雨により自動車の横転や高層ビル破損、住家被害等が多数発生
関西空港では高潮被害
➢人的被害：死者8名、重傷者約４名
➢住家被害：全壊約１件、一部破損約2820件

※過去には台風被害が多いが、線状降水帯のリスクもゼロではない
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主要断層帯等 マグニチュード 地震発生確率
（３０年以内）

海溝型地震 南海トラフ ８～９クラス ７０％～８０％

内陸の活断
層で発生す
る地震

琵琶湖西岸断層帯 北部 ７．１程度 １％～３％

京都盆地−奈良盆地断層帯南部
（奈良盆地東縁断層帯） ７．４程度 ほぼ０％～５％

六甲・淡路島断層帯 主部 （六甲山地南縁−淡路
島東岸区間） ７．９程度 ほぼ０％～１％

上町断層帯 ７．５程度 ２％～３％

中央構造線断層帯

紀淡海峡－鳴門海峡区間 ７．５程度 ０．００５％～１％

讃岐山脈南縁東部区間 ７．７程度 １％以下

石鎚山脈北縁西部区間 ７．５程度 ほぼ０％～１２％

山崎断層帯 主部 （北西部） ７．７程度 ０．０９％～１％

●大阪府周辺の主要活断層帯と海溝で起こる地震 （算定基準日： 2020年1月1日）

※政府 地震調査研究推進本部HPより引用 15



近年、大規模災害が多発しており
いつ、どこでおこるかわからない

日頃から
災害に対する“備え”が必要
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ふたがわ
布田川断層
帯

本震

前震

ひなぐ
日奈久断層帯

発生日：H28年4月14日（木）
最大震度：７
マグニチュード：６．５

発生日：H28年4月16日（土）
最大震度：７
マグニチュード：７．３

出典：地理院地図を加工して作成

●平成２８年熊本地震の発生状況

18



※１ 避難者数は、指定避難所内の人数であり、避難所以外の車中泊等の人数は含まれない。

➣ 震度６弱以上の地震が７回、うち震度７は２８時間内に２回発生（観測史上初）
➣ 震度６弱以上の大地震に見舞われた県民は本県人口の８３％に及び、少なくとも

県民の１０％以上が避難（阪神･淡路大震災の約２倍）

○地震・被害の規模

震度6弱以上 余震
発災から15日間

被災市町村人口
（震度６弱以上）

最大避難者数
※１ 被害総額

熊本地震 7回
うち震度７が２回

２,９５９回 約148万人
（県人口の約83％）

約18.4万人
（県人口の10.3％）

3兆7850億円
（H28.9熊本県推計）

阪神・淡路大震災 １回 ２３０回 約232万人
（同42％）

約31.7万人
（同5.7％）

約9兆6千億円
（H7.2 国土庁推計）

新潟県中越地震 ５回 ６８０回 約38万人
（同16％）

約10.3万人
（同4.2％）

約3兆円
（H16.11 新潟県推計）

熊本地震の規模、県全体に与える影響は、阪神･淡路大震災級
～余震活動が活発であり、県民生活・経済の早期復旧の大きな足かせ～

●熊本地震の規模、県民への影響
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（１）人的被害

（２）住家被害

（死者の内訳）
○地震による直接死 50人
○いわゆる関連死 22２人

死　者 ２７２人

重軽傷者 ２，７３８人

計 ３，０１０人

全      壊  ８，６５７　棟

半      壊  ３４，４９３　棟

一部損壊 １５５，１７６　棟

計 １９８，３２６　棟

※令和２年.６.１２点の数値
（H28.6に発生した大雨による地震関連被害を含む）

●被害の概要
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ライフライン

				ライフラインの復旧状況 フッキュウ ジョウキョウ

						最大被害
（件） サイダイ ヒガイ ケン		復旧
（件） フッキュウ ケン		復旧日 フッキュウ ビ		復旧率
（％） フッキュウ リツ		備考 ビコウ

				電気 デンキ		約455,200 ヤク		約455,200 ヤク		42480		100

				ガス		100,884		100,884		42490		100

				水道 スイドウ		約396,600 ヤク		392,400				98.0		断水件数4,200件（5/11現在）
　南阿蘇村1,055、西原村608
　御船町211、益城町2,326 ケン



						最大被害
（件） サイダイ ヒガイ ケン		復旧
（件） フッキュウ ケン		復旧日 フッキュウ ビ		復旧率
（％） フッキュウ リツ		備考 ビコウ

				電気 デンキ		約455,200 ヤク		約455,200 ヤク		42480		100

				ガス		100,884		100,884		42490		100

				水道 スイドウ		約396,600 ヤク		392,400				98.0		断水件数4,200戸（5/11現在）
　南阿蘇村1,055、西原村608
　御船町211、益城町2,326





人的被害

						人数 ニンズウ

				死　者 シ シャ		２７２人 ニン

				重軽傷者 ジュウケイショウ シャ		２，７３８人 ニン

				計 ケイ		３，０１０人 ニン





住家被害

						被害棟数 ヒガイ トウ スウ

				全      壊 ゼン カイ		 ８，３６６　棟 トウ

				半      壊 ハン カイ		 ３２，３６２　棟 トウ

				一部損壊 イチブ ソンカイ		１３８，４４９　棟 トウ

				計 ケイ		１７９，１７７　棟 トウ






ライフライン

				ライフラインの復旧状況 フッキュウ ジョウキョウ

						最大被害
（件） サイダイ ヒガイ ケン		復旧
（件） フッキュウ ケン		復旧日 フッキュウ ビ		復旧率
（％） フッキュウ リツ		備考 ビコウ

				電気 デンキ		約455,200 ヤク		約455,200 ヤク		42480		100

				ガス		100,884		100,884		42490		100

				水道 スイドウ		約396,600 ヤク		392,400				98.0		断水件数4,200件（5/11現在）
　南阿蘇村1,055、西原村608
　御船町211、益城町2,326 ケン



						最大被害
（件） サイダイ ヒガイ ケン		復旧
（件） フッキュウ ケン		復旧日 フッキュウ ビ		復旧率
（％） フッキュウ リツ		備考 ビコウ

				電気 デンキ		約455,200 ヤク		約455,200 ヤク		42480		100

				ガス		100,884		100,884		42490		100

				水道 スイドウ		約396,600 ヤク		392,400				98.0		断水件数4,200戸（5/11現在）
　南阿蘇村1,055、西原村608
　御船町211、益城町2,326





人的被害

						人数 ニンズウ

				死　者 シ シャ		１８３人 ヒト

				重傷者 ジュウショウシャ		１，０９３人 ヒト

				軽傷者 ケイショウ シャ		１，５４９人 ヒト

				計 ケイ		２，８２５人 ヒト





住家被害

						被害棟数 ヒガイ トウ スウ

				全      壊 ゼン カイ		 ８，６５７　棟 トウ

				半      壊 ハン カイ		 ３４，４９３　棟 トウ

				一部損壊 イチブ ソンカイ		１５５，１７６　棟 トウ

				計 ケイ		１９８，３２６　棟 トウ
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ＢＯＳＳシステム開発の背景について

➣熊本地震の検証では、年度当初の発災であったこともあり
災対本部マニュアル等の不徹底が課題として顕在化

➣また、県地域防災計画は資料編まで含めると約８００ページ
もあることから、必要とする情報を素早く把握することが困難
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ＢＯＳＳシステムの概要について

➣熊本地震の課題を踏まえ、主に次の３点をポイントとし
システム開発に着手

① 災害発生時の主な業務をタイムライン化
② パソコン・タブレット等で簡単操作
③ システム上で各業務に関連する県地域防災計画の規定や

マニュアル等を参照可能

※ 職員の経験に頼ることなく災害対応の「迅速化」・
「均質化（標準化）」を実現し、熊本地震の災害対応
ノウハウを、将来の災害対応に活かす
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総務省 地域ＩｏＴ実装推進事業の概要について①

➣システム開発にあたっては、東京大学生産技術研究所と
連携しながら、総務省の平成２９年度地域ＩｏＴ実装推進事
業の採択を受け開発

《参 考》
・事業期間：平成２９年７月３１日 ～ 平成３０年３月９日
・予算関係：予算額 ８，８６１千円
・熊本県嘉島町、西原村も総務省の事業採択を受け、同システム開発
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総務省 地域ＩｏＴ実装推進事業の概要について②

システム開発の流れ

① 「熊本地震」や「東日本大震災」時の自治体の災害対応
実績等を基に災害対応工程を48種類、約500業務に分類

② 48種の工程毎に時系列業務フロー作成

③ システム化

④ 関連資料のシステムへの取り込み
25



災害対策本部の設置・
運営

相談窓口の設置・運営、
電話対応

道路施設の被害状況把
握・復旧

障害物の除去 土地利用の検討

職員の動員・管理 職員による救急・救助
活動

警備・交通規制対応 応急危険度判定の実施 復旧・復興計画の策
定・運用

視察等要人対応・議員
対応

医療救護活動・衛生管
理・心のケア

鉄道施設の被害・運行
状況把握

公的な住居修理・解体
の対応

被災企業の状況把握・
支援

通信機能の確保・復旧 捜索活動等 農地・農業施設の被害
状況把握・復旧

被害認定調査の実施 廃棄物の処理

被害情報の収集・報告 避難所の設置・運営 水道施設の被害状況把
握・復旧及び応急給水

罹災証明の発行 物価安定対策

ハザード情報の収集・
伝達

要配慮者への支援 下水道施設の被害状況
把握・復旧

応急仮設住宅の建設・
供給・管理①（新規）

防災教育・訓練の実施

避難勧告の発令・伝
達・避難支援

文教施設の対応、応急
教育

電力・ガス・通信の被
害・復旧状況把握

応急仮設住宅の供給・
管理②（公営住宅）

財源の確保・基金の活
用

相互応援要請・受入
れ・活動調整

物資の調達・供給 山地・河川・海岸等施設
の被害状況把握・復旧

応急仮設住宅の建設・
供給・管理③（借上
型）

災害関連の出納

自衛隊・広域消防の応
援要請・受入れ

ボランティアの受付・
活動調整

公共建物・施設の被害
状況把握・復旧

義援金の受付・配分 災害救助法等災害関連
法令の事務

住民への全庁的広報・
マスメディア対応

自主防災組織等住民組
織の支援

危険物施設の状況把
握・安全確保措置

各種生活再建支援の実
施

その他

総務省 地域ＩｏＴ実装推進事業の概要について③
～ 災害対応業務における４８種業務分類一覧 ～

26



災害対応工程をフロー図
化することで全体を容易
に把握。
個別業務フローは業務別、
組織別で表示が可能な他、
ユーザー側で思いのまま
に編集可能。

災害対応業務の全体像と業務内容を迅速に把握！

業務詳細シートを使って
実施方法（誰が、いつ、
何を、どのように）を容
易に把握。また、参考と
なるマニュアルやガイド
ライン、過去の課題・教
訓等を参照可能に。

フロー図に関連づけられ
た災害対応チェックリス
トに記入することで、抜
け・漏れのない災害対応
が可能に。また、その結
果を基に自治体間の災害
対応状況の共有を可能に。

①災害対応工程の「見える化」 ②業務内容を迅速に把握 ③地域防災計画を簡単に参照 ④漏れのない災害対応

業務詳細シート中に地域
防災計画の該当箇所を表
示することで、計画の記
載内容を速やかに把握。
また、計画の記載の過不
足を確認することで、計
画の改善にも活用可能。

クリックすると個別
業務フローを表示

業務実施方法や参考
マニュアル、ガイド

ライン等を表示

地域防災計画の
該当箇所を表示

クリックすると業務
詳細シートを表示

27



大工程
（４８業務）

検索可能

28



中工程

市町村の業務
を表示するこ
とも可能

29



詳細シート

地域防災計画の関連ページを表示

関連システムとリンク

過去の対応資料を添付

関連資料を添付

30



ＢＯＳＳの事業効果について

➣当該システムを活用することで業務を熟知していない職員で
も必要な情報を素早く把握し、災害対応を迅速化するとともに、
対応のレベルの均質化（標準化）を図る

➣災害対応で作成したファイル名などを参照でき、過去の事務
処理のノウハウを活用可能

➣当該システムは、クラウド方式のため、災害現場での利活用
や、他自治体への災害応援派遣における活用が可能
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① 近年の大規模災害について

② 熊本地震について

③ 災害対応工程管理システムについて

④ 令和２年７月豪雨とＩＣＴ活用について

⑤ ＩＣＴの可能性（ニーズ）と課題について
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●令和2年7月豪雨（人吉市の被害状況）
7月４日午前４時５０分、市内全域に大雨特別警報が発令され、これまで経験したことにない豪雨で
人吉市を象徴する球磨川が氾濫し、まちが濁流に飲み込まれた令和2年７月豪雨。
７月３日明け方から降り始めた雨は、４日午前０時ごろから急激に降水量が増加。球磨川の推移が
観測史上最高値に到達し、７月４日午前５時１５分、全市民に避難指示を発令しました。その後、
球磨川やその支流が氾濫し、建物や橋の破壊、流失、浸水の被害を受け、人的被害をも招く大災害
に見舞われました。
人吉市被害状況（11月18日時点）

住家被害
（調査途中値）

床上浸水 2,957世帯

床下浸水 328世帯

人的被害 死者２０人

避難所（同時開設） 最大13ヶ所（福祉施設除く）

避難者数 最大1,263人（7月11日時点）

道路被害 41ヶ所

被害を受けた公共交通機関 くま川鉄道、JR九州、産交バス
日経新聞社より引用33



●球磨川の浸水推定図

34



●気象概要

出典：『第1回 令和2年7月球磨川豪雨検証委員会説明資料』 35



出典：『第1回 令和2年7月球磨川豪雨検証委員会説明資料』

●観測雨量

36



●観測水位

出典：『第1回 令和2年7月球磨川豪雨検証委員会説明資料』
37



●人吉市街地の浸水範囲①

出典：『第1回 令和2年7月球磨川豪雨検証委員会説明資料』
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●人吉市街地の浸水範囲②

出典：『第1回 令和2年7月球磨川豪雨検証委員会説明資料』
39



発災直後の人吉市街（上空写真） 国土交通省九州地方整備局提供 発災直後の人吉市街（上空写真）
国土交通省九州地方整備局提供

中心商店街 紺屋町（同地点）

発災直後の人吉市街
（西瀬橋付近）

●被害の状況①

40



水面上昇中の様子 下青井町 人吉駅の裏

人吉橋付近（右側が青井阿蘇神社方面） カルチャーパレス（駐車場）

●被害の状況②
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九日町商店街

青井阿蘇神社蓮池

国道445号 下青井町

青井阿蘇神社周辺

●被害の状況③
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●球磨川流域における被害状況

出典：『第1回 令和2年7月球磨川豪雨検証委員会説明資料』
43



●被害状況
区 分 被 害

人
的
被
害

死 者 20人

行方不明 0人

重 傷 2人

軽 傷 11人

住
家
被
害

全 壊
885棟

1,084世帯

半 壊
1,421棟

1,873世帯

一部損壊
283棟

328世帯

り災世帯数 2,957世帯

区分 件数 被害金額（千円）

福祉施設、衛生施設等 81 5,516,600

商工 工業 観光等 990 27,904,790

農業
（うち、農作物・農地）

451
(525.8ha)

9,675,134
(5,080,853)

林業 87 704,132

公共土木施設（河川、道
路、橋りょう、下水道）
公園等
公営住宅

76 12,358,328

公立文教施設
社会教育施設
文化財

27 747,880

公共建物 4 362,000

被害総額 57,268,864
R2.11.24現在 調査中のため数値は変動します。（住家被害は含まず） 44



●ICT活用事例：被災者生活支援・住まい再建支援

支援の区分 件数
り災証明書発行数 3,271

被災者生活再建支援金
受付数 2,264

住宅の応急修理支援 受付数 759
賃貸型応急住宅 受付数 466
建設型応急住宅 受付数 380

市営住宅用途廃止 160戸

・生活や住まい再建支援にかかる相談・申請窓口開設
・生活再建支援コールセンターの設置

45

（R2.11.24現在）



◆り災受付と建物調査のクラウド利用イメージ

被災者カルテ

生活の支援

すまい再建

2次・3次調査

建物確認

り災申請
CRM

地図アプリ

ストレージ
46
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世帯情報に紐づけてり災情報、
生活支援、すまい再建等を管理

47

人吉市

り災した建物、固定資産データを
マッピング

調査データ、申請書を保管



◆ダッシュボードで進捗確認

48
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◆被災管理業務一覧
対象業務 Salesforce BOX UPWARD

り災管理

り災申請受付 ◯

建物調査 ◯ ◯ ◯

り災証明書発行 ◯

すまいの支援

応急仮設住宅制度管理 ◯

民間賃貸住宅借上げ制度管理 ◯

応急修理制度管理 ◯

家屋等の解体費用補助制度管理 ◯

生活再建

義援金の配分管理 ◯

災害障害見舞金管理 ◯

災害慶弔金管理 ◯

日本財団が行う災害見舞金管理 ◯

被災管理 なりわい再建に関する申請受付 ◯

住宅の建替、購入、補修に関する融資管理 ◯

災害援護資金貸付管理 ◯

保育所保育料の減免 △

水道料金の減免 △

固定資産
固定資産税（非住居）の調査・減免 △ ◯ ◯

固定資産税（農地等）の調査・減免 △ ◯ ◯ 49
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◆ポイント① 〜り災証明の迅速な発行へ
 人吉市（対象 約3,000世帯）
・り災受付開始 ：7月20日から
・り災証明書発行：8月1日から
※発行まで12日

 球磨村（対象 約300世帯）
・り災受付開始 ：7月16日から
・り災証明書発行：8月3日から
※発行まで18日

 相良村（対象 約170世帯）
・り災受付開始 ：7月20日から
・り災証明書発行：7月27日から
※発行まで1週間、交付完了まで10日

災害から40日時点で、相良村は交付率100%、
人吉市58%、球磨村65%、芦北町41%

2020/8/14付 熊本日日新聞社説より転載 50
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◆ポイント② 〜受付業務の分散化

球磨村屋外ドーム会場 球磨村屋外ドーム会場 人吉市文化ホールエントランス

人吉市文化ホール小ホール舞台 人吉市避難所小学校 人吉市避難所小学校

公共施設が利用できず災害避難所など分散して受付を行った。モバイルWi-Fi、ノートパソコン、プリンターで運用

51
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① 近年の大規模災害について

② 熊本地震について

③ 災害対応工程管理システムについて

④ 令和２年７月豪雨とＩＣＴ活用について

⑤ ＩＣＴの可能性（ニーズ）と課題について

52



発災当初 現在
(R2.11.19)

避難世帯数 - 43
避難者数 1263人 71
ホテル避難世帯 - 26
ホテル避難者数 - 52

・新型コロナウィルス感染症影響下での避難所設置のため感染症対策を徹底
（３密の防止、マスク着用、手洗い、消毒、検温、段ボールベッド、パーテーション 等）

●ICT活用が可能な災害対応① 避難所運営

53



＜支援物資の状況＞
・国からのプッシュ型支援物資のほか全国から支援物資提供

● ICT活用が可能な災害対応② 支援物資

スポットエアコン、テレビ、冷蔵庫、パーテーション、洗濯機、空気清浄機、衣類
寝具類、エアコン、食糧関係、段ボールベッド、除菌スプレー、マスク関係 など

54



● ICT活用が可能な災害対応③ 災害廃棄物の処理

災害ごみ発生状況 量（トン）
中核から搬出済み 26,000
中核から未搬出 500
屋内から未搬出の量 25,500
家屋解体ゴミ 152,000
農地ゴミ 7,000
計 211,000

◎仮置場イメージ◎災害廃棄物の処理の流れ

被害状況の把握
仮置場の設置検討

仮置場の選定・設置

仮置場への搬入
●仮置場の渋滞解消対策
●他自治体、ボランティア等と
の協力による回収

廃棄物の処理
(損壊家屋の解体撤去等）

最終的な処理完了

・仮置場の設置（7月6日）： 人吉中核工業用地（上漆田町）に設置
・自衛隊、関係団体の連携による大型災害ごみ等の分別撤去（7月10日～13日）
・応援自治体、一般・廃棄物処理事業者等との連携による災害廃棄物の収集・運搬を実施
・仮置場で一時受入後、処理先に搬出
・解体廃棄物【今後実施】： 仮置場で一時受入れ後、処理先に搬出予定

ゴミ処分に係る費用：99.2億円
うち公費解体：27億円、自費解体：13億円
その他は、ゴミ処分費、ゴミ収集、運搬費、仮置き場運営費等
人吉市の年間ゴミ：10,800ｔ、熊本県全体：374,000ｔ 55



【避難所運営】
・避難者管理システム（顔認証とサーモグラフィ）

【支援物資】
・在庫管理システム（バーコード or 画像判別）
・ニーズと在庫のマッチングシステム（SNS）

【災害廃棄物】
・災害廃棄物仮置き場管理システム（車輛管理、渋滞情報）
・災害ごみ収集管理システム（GIS）

●災害対応におけるICTニーズ（例）
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【水位計】
・欠測しない水位計

【防災無線】
・豪雨時でも全世帯に避難情報が届くシステム（低コストで）

【その他】
・AIを活用した線状降水帯の発生を予測するシステム

●災害対応におけるICTニーズ（例）（その他）
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●災害対応におけるICTの課題【通信障害が与えた影響】

下流の国道にかかる橋梁が崩落、道路も崩落したため、光回線等の伝送路に影響。
長期にわたり通信障害が発生した。唯一利用可能であったNTTの光が不通のため、
エリア内のネット回線、電話が不通となった。

（通信キャリア各社の状況）

・NTTドコモ：人吉市では通じるが球磨郡（球磨村、相良村）では接続できない。
・KDDI：人吉市、球磨郡（球磨村、相良村）では利用しづらい。
・ソフトバンク：人吉市では不通。球磨郡の一部区域では接続できる。

広域自治体のホームページを管理する民間業者のデータセンターが被災。数日間
自治体のホームページが閲覧できない障害が発生した。
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・防災行政無線
雨音が激しくスピーカーから離れたところでは、ほとんど聞き取れず
⇒災害リスクが高い地域では個別受信機など情報伝達手段の整備が必要

・BOSSシステム
ほとんど活用されなかった
⇒システムの普段使いをいかに行うか

・水位計
欠測した水位計があった
⇒リダンダンシー（多重性）をどう確保するか

●災害対応におけるICTの課題【その他】
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➢避難行動要支援者（個別計画）・マイタイムライン作成の重要性

➢地震と水害では災害廃棄物対応が大きく異なる

➢受援力と応援力の重要性

➢コロナ禍の中での災害対応は避難所運営とボランティアで苦慮

➢システムは普段使いが重要

～熊本地震と令和２年７月豪雨を経験して感じたこと（まとめ）～
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御 礼

令和2年12月4日
熊本県人吉市 企画政策部 企画審議監

大村 克行

7月4日の発災当初から、国の機関をはじめ、県内外の自治体等、多くの皆様
に御尽力を賜り、現在も、変わらず御支援を頂いています。

また個人、企業を問わず、多くのボランティアの方々をはじめ、関係します皆様に
御支援いただき、今日にいたっております。

令和2年7月豪雨被災自治体を支えて頂きました全ての皆様に、衷心より感謝
を申し上げますとともに、引き続き御支援賜りますようお願い致します。
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ご清聴ありがとうございました

R2.6月人吉城址から望む球磨川
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